
「家庭学習・生活習慣の手引き」について  

  

保護者の皆様へ 

規則正しい生活と学習定着率は、密接に結びつくという調査結果があります。毎日の生活で、

早寝早起き、規則正しい食事、朝の排便などの基本的な習慣を確実に身につけ、一日の生活リ

ズムを確立することが大変重要です。 
 
 家庭では、決まった場所で、一定時間、集中して学習に取り組むことが大変重要です。その

ためにも、集中して取り組むことができる環境を整えてあげてください。 
 
 テレビを見たり、ゲームをしたりする時間を決める。 

 学習するときは、テレビを消す。 

 学習する場所の整理整頓をする。 

（机の上には学習に使用するものだけ） 

 
 家庭には、こどもたちにとって魅力のあるテレビやゲーム、スマートフォンなどがあります。

これらの誘惑に打ち勝ち、家庭学習を習慣化することで、我慢強さ、根気、集中力が身につき

ます。 
保護者の方も、こどもが勉強している間はテレビ等は消して、こどもに集中して取り組む環

境を整えてください。  
 また、「本読みを聞いてあげる」「わからない問題を一緒に考える」など、保護者が積極的に

関わることで、こどもとのコミュニケーションが生まれ、こどもも学習がはかどります。 
学習時間を、家族のふれあいの場にしましょう。 

 毎日、決まった時間、決まった場所で家庭学習をすると、自ら進んで学ぶ習慣が身につきま

す。毎日欠かさず家庭学習をする習慣を続けていくことで、家庭で学習することが当たり前に

なり、学習することが楽しくなります。 
 学習は学校で行なうだけでは不十分で、学校で学習したことを家庭で復習することで、身に

つけることができます。特に漢字や計算は、毎日繰り返して練習すると、確実な学力となり身

につきます。そして、確実な学力をつけたことが、学習への自信につながります。 

ご家庭での学習や生活について、こどもと保護者の皆様が話し合い、家庭での学習習慣の定

着・形成のために、この手引きを活用いただければ幸いです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

小学校 

１・２年生 

小学校 

３・４年生 
自主的な学習習慣を身につけましょう

規則正しい生活から！ 
 
 
 

 
学習環境づくりを！ 

 
 
 
 

声かけは、ほめことばで！ 
 
 

「早寝早起き」 
「規則正しい食事」 
「朝の排便」など基本的な生活習慣を身につけさせましょう。 

きちんとできていないことをつい叱ってしまいがちです。 
ほめることがこどもの興味や関心を引き出し、やる気を高めること
ができます。ほめ上手になりましょう。 

規則正しい生活の再確認と見直しを！ 
 
 
 
 

 
自分でできることは自分で！ 

 
 
 
 
 

計画的な家庭学習の習慣を！ 
 

 
 
 
 

時間を意識し、ON・OFF の切り替えをつけさせましょう。 
家庭学習の時間やテレビ・ゲームなどの時間を 
家庭で話し合いながら決めて、 
自分で守るようにしていくことが大切です。 
 

テレビを消して、 
机の上を整理整頓し、 
学習道具の準備をきちんとしてから学習を始めさせてください。 
ご家族の協力が必要です。 

自立心も芽生え、 
自分でやろうとすることが多くなります。 
自分でできることは自分でさせるようにしていくことが大切です。 
ただし、すべて任せっぱなしではなく、温かい励ましやアドバイス
も重要です。 

家庭学習は、宿題だけでなく、 
学校での復習を中心に、 
計画的な学習ができる習慣を身につけさせましょう。 
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「家庭学習・生活習慣の手引き」について  

  

保護者の皆様へ 

規則正しい生活と学習定着率は、密接に結びつくという調査結果があります。毎日の生活で、

早寝早起き、規則正しい食事、朝の排便などの基本的な習慣を確実に身につけ、一日の生活リ

ズムを確立することが大変重要です。 
 
 家庭では、決まった場所で、一定時間、集中して学習に取り組むことが大変重要です。その

ためにも、集中して取り組むことができる環境を整えてあげてください。 
 
 テレビを見たり、ゲームをしたりする時間を決める。 

 学習するときは、テレビを消す。 

 学習する場所の整理整頓をする。 

（机の上には学習に使用するものだけ） 

 
 家庭には、こどもたちにとって魅力のあるテレビやゲーム、スマートフォンなどがあります。

これらの誘惑に打ち勝ち、家庭学習を習慣化することで、我慢強さ、根気、集中力が身につき

ます。 
保護者の方も、こどもが勉強している間はテレビ等は消して、こどもに集中して取り組む環

境を整えてください。  
 また、「本読みを聞いてあげる」「わからない問題を一緒に考える」など、保護者が積極的に

関わることで、こどもとのコミュニケーションが生まれ、こどもも学習がはかどります。 
学習時間を、家族のふれあいの場にしましょう。 

 毎日、決まった時間、決まった場所で家庭学習をすると、自ら進んで学ぶ習慣が身につきま

す。毎日欠かさず家庭学習をする習慣を続けていくことで、家庭で学習することが当たり前に

なり、学習することが楽しくなります。 
 学習は学校で行なうだけでは不十分で、学校で学習したことを家庭で復習することで、身に

つけることができます。特に漢字や計算は、毎日繰り返して練習すると、確実な学力となり身

につきます。そして、確実な学力をつけたことが、学習への自信につながります。 

ご家庭での学習や生活について、こどもと保護者の皆様が話し合い、家庭での学習習慣の定

着・形成のために、この手引きを活用いただければ幸いです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

小学校 

１・２年生 

小学校 

３・４年生 
自主的な学習習慣を身につけましょう

規則正しい生活から！ 
 
 
 

 
学習環境づくりを！ 

 
 
 
 

声かけは、ほめことばで！ 
 
 

「早寝早起き」 
「規則正しい食事」 
「朝の排便」など基本的な生活習慣を身につけさせましょう。 

きちんとできていないことをつい叱ってしまいがちです。 
ほめることがこどもの興味や関心を引き出し、やる気を高めること
ができます。ほめ上手になりましょう。 

規則正しい生活の再確認と見直しを！ 
 
 
 
 

 
自分でできることは自分で！ 

 
 
 
 
 

計画的な家庭学習の習慣を！ 
 

 
 
 
 

時間を意識し、ON・OFF の切り替えをつけさせましょう。 
家庭学習の時間やテレビ・ゲームなどの時間を 
家庭で話し合いながら決めて、 
自分で守るようにしていくことが大切です。 
 

テレビを消して、 
机の上を整理整頓し、 
学習道具の準備をきちんとしてから学習を始めさせてください。 
ご家族の協力が必要です。 

自立心も芽生え、 
自分でやろうとすることが多くなります。 
自分でできることは自分でさせるようにしていくことが大切です。 
ただし、すべて任せっぱなしではなく、温かい励ましやアドバイス
も重要です。 

家庭学習は、宿題だけでなく、 
学校での復習を中心に、 
計画的な学習ができる習慣を身につけさせましょう。 
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ひらのく読書運動 ～ひらちゃんえほんふれあいノート＆ひらちゃん読書ノート～ 

 

平野区では、読書への親しみやすさを高め、楽しみながら読書習慣の定着がはかられるように「ひら

のく読書運動」の推進に取り組んでいます。 

 ３～５歳児には「ひらちゃんえほんふれあいノート」、小学生・中学生には「ひらちゃん読書ノート」を配

布しています。小学 1 年生から 4 年生は年間 100 冊以上、小学 5 年生・6 年生・中学生は年間

3,000 ページ以上、読まれた児童・生徒に、平野区長の表彰状と記念品をお渡しいたします。 

平野区内の市立幼稚園、市立小中学校では、学校園から児童・生徒に配布を行っており、提出も学

校園に行います。私立の小中学校等の児童・生徒の方も、平野区民であれば平野区役所や平野図書

館で受け取りが可能です。「ひらちゃんえほんふれあいノート」や「ひらちゃん読書ノート」を活用して、

楽しみながら読書習慣を育ててください。 

 

             <問合せ> 平野区役所 2 階 23 番窓口 

📞06-4302-9903 
 

 

小学校 

５・６年生 
 

時間を自分で管理できるようになりましょう！ 
 
 
 
 

家族の一員としての役割を！ 
 
 
 
 

計画的な家庭学習の習慣を！ 
 
 
 
 
 

宿題だけでなく、復習や予習など計画的に学習ができる習慣を
身につけさせましょう。 
また学習への理解をさらに深めたり、自分の興味・関心のあること
を追求したりする自学自習する習慣も重要です。 

家のお手伝いにおいても、自分の役割が決められ、 
任されることによって自尊感情が育っていきます。 
一人前として扱われることがとても重要な時期で、自分が大人から 
期待されているという意識を持つことができるようにしてください。 

学校から帰宅し、就寝するまでの時間をどのようにすごすか 
こどもと話し合いましょう。 
遊びや学習にあてる時間を決めて、 
規則正しい生活を送ることができるように働きかけてください。 

令和７年度「全国学力・学習状況調査」大阪市の結果の概要について 

調査の概要 

1 調査の目的 
（1） 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
（2） 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 
（3） 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

2 調査の対象： 小学校第６学年・義務教育学校前期課程第6学年の全児童 283校・17,６６1人 
3 調査内容： (1)  教科に関する調査／国語・算数・理科 

  (2)  質問紙調査／児童生徒に対する調査・学校に対する調査 
4 調査日： 令和７年4月1４日(月)～１７日（木） 
5 平均正答率 

 

 

 

 

 

令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」大阪市の結果の概要について 

調査の概要 

1 調査の目的 
（1） 子どもの体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子どもの体力・運動能力の状況を把握・分析

することにより、子どもの体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 
（2） 各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子どもの体力・運動能力の向

上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、子どもの体力・
運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（3） 各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把握し、学校にお
ける体育･健康等に関する指導などの改善に役立てる。 

2 調査の対象： 小学校第５学年の全児童 
3 調査事項：（１）実技に関する調査（新体力テスト）［8種目］ 

（2）質問紙調査／児童生徒に対する調査・学校に対する調査 
4 調査実施日：令和７年４月～令和７年７月 
5 大阪市立学校の参加状況： 28３校が参加（ 参加児童数 1７,５２４ 人 ） 
6 調査結果 

 握力（㎏） 
上体起こ
し（回） 

長座体前
屈（㎝） 

反復横と
び（回） 

20ｍシャト
ルラン
（回） 

50ｍ走
（秒） 

立ち幅と
び（㎝） 

ボール投
げ（ｍ） 

合計得点 

男子 
大阪市 15.70 19.17 33.01 38.63 45.42 9.52 148.43 20.76 51.54 

全国 15.96 19.46 33.88 40.89 47.94 9.46 150.93 21.06 53.02 

女子 
大阪市 15.40 18.33 37.58 36.86 35.15 9.83 139.41 12.67 52.58 

全国 15.61 18.36 38.15 38.70 36.85 9.77 142.34 13.11 53.97 

 

 国語 算数 理科 

平均正答率（％） 
大阪市 6５ ５８ ５５ 

全国 6６.８ ５８.０ ５７．１ 
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